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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第153期

第３四半期連結
累計期間

第154期
第３四半期連結

累計期間
第153期

会計期間
自　平成26年１月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年１月１日
至　平成27年９月30日

自　平成26年１月１日
至　平成26年12月31日

売上高 （千円） 9,195,932 8,949,433 11,997,894

経常利益又は経常損失（△） （千円） 22,965 177,294 △49,247

四半期純利益又は四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △217,672 846,484 △287,847

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △221,754 868,009 △275,637

純資産額 （千円） 2,661,991 3,467,959 2,599,442

総資産額 （千円） 16,289,899 17,316,334 16,341,672

１株当たり四半期純利益金

額又は１株当たり四半期（当

期）純損失金額（△）

（円） △15.39 59.82 △20.35

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
（円） － 58.78 －

自己資本比率 （％） 13.7 17.4 13.2

 

回次
第153期

第３四半期連結
会計期間

第154期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 30.80 49.39

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第153期第３四半期連結累計期間及び第

153期は潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失金額のため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策等により、一部には企業収益や雇用の改善、

設備投資の持ち直し等が継続するなど、緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、個人消費の弱さや海外

経済の減速が懸念されるなど、依然として先行き不透明な状況が続いています。

　旅客船業界においては、これまで高止まりを続けていた燃料油価格が値下がりに転じてきてはいるものの、原油

価格は中東情勢などの地政学リスクの影響を受けやすいこと、人手不足による労働コストの上昇、また、離島航路

においては少子高齢化による人口減少・過疎化、産業・経済の低迷なども見受けられ、依然として不安要素は払拭

できない状況が続きました。

　当社グループにおきましては、４月21日に新造高速カーフェリー「あかね」が直江津・小木間に就航したことに

よる同航路の旅客輸送人員の増加、９月にシルバーウィークがあったこと及び各種割引施策による乗用車航送の増

加など、一定のプラス要因も見られました。

　これに対し、直江津・小木間に新造船が就航したことの反動で新潟・両津間及び寺泊・赤泊間の輸送人員は減少

しており、また、佐渡島内の人口減少に伴う生活物資輸送や公共工事の減少等で貨物輸送及びトラック航送は減少

するなど、マイナス要因も発生しております。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は8,949,433千円（前年同期比2.7％減）、営業利益は267,708

千円（前年同期比174.8％増）、経常利益は177,294千円（前年同期比672.0％増）、四半期純利益は846,484千円

（前年同期は217,672千円の四半期純損失）となりました。

 

　セグメントの業績は以下の通りであります。なお、当社グループの売上高は事業の性質上、第３四半期に著しく

増加する傾向にあり、季節的変動が顕著であります。

 

①海運

　当第３四半期連結累計期間の旅客輸送人員は1,230,372人（前年同期比2.4％減）、自動車航送台数は乗用車換算

で163,858台（前年同期比4.7％減）、貨物輸送トン数は117,704トン（前年同期比10.0％減）となりました。

　旅客輸送人員は、直江津航路に４月に就航した新造高速カーフェリー「あかね」効果や９月のシルバーウィーク

によって成果は見られましたが、その反動で新潟、寺泊の両航路の落ち込みが大きく、累計では前年同期の売上高

を下回りました。

　航送・貨物輸送実績は、各種割引施策の実施による乗用車航送には一定の効果が見られましたが、佐渡島内の人

口減少及び公共工事減少に伴う生活物資・資材等の減少により貨物輸送及びトラック航送が減少したため、前年同

期の売上高を下回りました。

　費用面におきましては、船舶燃料費が前年同期を下回りました。

　当第３四半期連結累計期間の売上高は6,000,575千円（前年同期比3.0％減）、セグメント利益（営業利益）は

192,822千円（前年同期比528.0％増）となりました。

②一般貨物自動車運送

　前年同期と比較して、公共工事の減少等により売上高は減少しましたが、費用面で燃料費の減少等があり、セグ

メント損失（営業損失）は減少しました。

　当第３四半期連結累計期間の売上高は1,178,341千円（前年同期比9.1％減）、セグメント損失（営業損失）は

19,898千円（前年同期は23,656千円のセグメント損失（営業損失））となりました。

③売店・飲食

　当第３四半期連結累計期間の売上高は962,929千円（前年同期比3.0％減）、セグメント利益（営業利益）は

13,322千円（前年同期比29.0％減）となりました。

④観光

　当第３四半期連結累計期間の売上高は658,763千円（前年同期比17.5％増）、セグメント利益（営業利益）は

29,992千円（前年同期比9.5％減）となりました。
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⑤その他

　当第３四半期連結累計期間の売上高は148,825千円（前年同期比7.2％減）、セグメント利益（営業利益）は

22,961千円（前年同期比261.4％増）となりました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

　記載すべき事項はありません。

 

(4) 主要な設備の状況

　前連結会計年度末において計画中（建造中）であった主要な設備の新設について当第３四半期連結累計期間に完

成したものは次のとおりであります。

会社名 所在地 セグメントの名称 設備の内容 就航年月 完成後の増加能力

当社 新潟県佐渡市 海運 高速カーフェリー 平成27年4月
代替建造のため影響

なし

 

　また、当第３四半期連結累計期間中に売却が完了したものは、次のとおりであります。

会社名 所在地 セグメントの名称 設備の内容 就航年月 帳簿価額（千円）

当社 新潟県佐渡市 海運 カーフェリー 平成27年5月          277,293
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成27年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成27年11月12日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 14,275,450 14,275,450

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 14,275,450 14,275,450 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 14,275,450 － 843,135 － 680,992

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式　　　74,700
－ －

（相互保有株式）

普通株式　　　77,400
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　14,115,900 141,159 －

単元未満株式 普通株式　　　 7,450 － －

発行済株式総数 14,275,450 － －

総株主の議決権 － 141,159 －

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

佐渡汽船株式会社 新潟県佐渡市両津湊353番地 74,700 － 74,700 0.52

（相互保有株式）      

佐渡汽船運輸株式会社 新潟県佐渡市吾潟183番地１ 61,400 － 61,400 0.43

佐渡汽船観光株式会社 新潟市中央区万代島９番１号 3,000 － 3,000 0.02

株式会社佐渡西三川

ゴールドパーク
新潟県佐渡市西三川835番地１ 13,000 － 13,000 0.09

計 － 152,100 － 152,100 1.06

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）及び「海運企業財務諸表準則」（昭和29年運輸省告示第431号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 ※１ 9,195,932 ※１ 8,949,433

売上原価 8,395,524 7,914,162

売上総利益 800,408 1,035,271

販売費及び一般管理費 703,004 767,563

営業利益 97,404 267,708

営業外収益   

固定資産賃貸料 50,515 57,788

受取利息 375 415

受取配当金 4,438 3,996

その他 53,265 42,664

営業外収益合計 108,593 104,863

営業外費用   

支払利息 96,340 131,471

固定資産賃貸費用 19,876 31,622

シンジケートローン手数料 45,053 1,507

その他 21,763 30,677

営業外費用合計 183,032 195,277

経常利益 22,965 177,294

特別利益   

固定資産売却益 4,833 913,759

特別修繕引当金戻入額 － 36,075

特別利益合計 4,833 949,834

特別損失   

固定資産売却損 2,315 661

固定資産除却損 4,868 25,824

減損損失 110,666 －

和解金 － 30,100

特別損失合計 117,849 56,585

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△90,051 1,070,543

法人税、住民税及び事業税 78,242 130,038

法人税等調整額 50,145 83,621

法人税等合計 128,387 213,659

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
△218,438 856,884

少数株主利益又は少数株主損失（△） △766 10,400

四半期純利益又は四半期純損失（△） △217,672 846,484
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
△218,438 856,884

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △3,316 2,302

退職給付に係る調整額 － 8,823

その他の包括利益合計 △3,316 11,125

四半期包括利益 △221,754 868,009

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △220,212 855,337

少数株主に係る四半期包括利益 △1,542 12,672
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(2)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,978,363 2,058,150

受取手形及び売掛金 832,242 906,408

たな卸資産 689,452 749,389

繰延税金資産 117,166 22,271

その他 171,740 615,227

貸倒引当金 △8,733 △12,323

流動資産合計 3,780,230 4,339,122

固定資産   

有形固定資産   

船舶（純額） 1,211,322 6,046,877

建物（純額） 3,191,811 3,207,963

土地 1,904,770 1,904,770

建設仮勘定 4,695,193 30,766

その他（純額） 740,287 932,277

有形固定資産合計 11,743,384 12,122,653

無形固定資産   

のれん 4,756 4,381

その他 244,955 248,114

無形固定資産合計 249,711 252,495

投資その他の資産   

投資有価証券 166,832 170,398

長期前払費用 263,101 286,233

繰延税金資産 37,709 37,848

その他 65,658 64,798

投資その他の資産合計 533,300 559,277

固定資産合計 12,526,395 12,934,425

繰延資産   

社債発行費 35,047 42,787

繰延資産合計 35,047 42,787

資産合計 16,341,672 17,316,334
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 412,936 385,329

短期借入金 393,804 662,000

1年内償還予定の社債 259,560 363,240

1年内返済予定の長期借入金 ※３ 1,582,772 ※３ 1,723,293

未払法人税等 41,631 119,324

賞与引当金 30,618 146,817

前受補助金 477,848 －

その他 836,353 592,488

流動負債合計 4,035,522 3,992,491

固定負債   

社債 1,562,660 1,867,580

長期借入金 ※３ 7,062,608 ※３ 6,778,800

役員退職慰労引当金 55,297 58,393

退職給付に係る負債 728,020 759,232

特別修繕引当金 161,720 124,833

資産除去債務 27,900 28,294

その他 108,503 238,752

固定負債合計 9,706,708 9,855,884

負債合計 13,742,230 13,848,375

純資産の部   

株主資本   

資本金 843,135 843,135

資本剰余金 681,020 681,020

利益剰余金 691,051 1,534,202

自己株式 △68,002 △68,002

株主資本合計 2,147,204 2,990,355

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 18,784 21,054

退職給付に係る調整累計額 △8,776 △2,193

その他の包括利益累計額合計 10,008 18,861

新株予約権 55,234 62,452

少数株主持分 386,996 396,291

純資産合計 2,599,442 3,467,959

負債純資産合計 16,341,672 17,316,334
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※１　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成27年１月１日　至　平成27年９月30日）

　　　　当社グループの売上高は、事業の性質上、第３四半期に集中する傾向があり、季節的変動が顕著であります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

　　他の協同組合の金融機関からの借入に対して債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成26年12月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

新潟流通センター運送事業協同組

合

92,400千円 94,250千円

 

２　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成26年12月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 10,586千円 －千円

 

※３　当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

　当社グループでは、運転資金及び船舶建造資金の効率的な調達を行うため、取引銀行６行と当座貸越契約及び貸

出コミットメント契約を締結しております。この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年12月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

当座貸越極度額及び貸出

コミットメントの総額

5,034,000千円 5,034,000千円

借入実行残高 4,197,000 2,113,000

 837,000 2,921,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額及び

負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年１月１日

　　至　平成26年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日

　　至　平成27年９月30日）

減価償却費 569,872千円 655,389千円

のれんの償却額 1,410 375

負ののれんの償却額 △1,858 －
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの。

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年９月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの。

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計

 海運
一般貨物

自動車運送
売店・飲食 観光 計

売上高        

外部顧客への売上高 6,185,740 1,296,138 993,209 560,429 9,035,516 160,416 9,195,932

セグメント間の内部売上高

又は振替高
14 247,116 35,922 309,377 592,429 156,546 748,975

計 6,185,754 1,543,254 1,029,131 869,806 9,627,945 316,962 9,944,907

セグメント利益又は損失

（△）
30,704 △23,656 18,753 33,155 58,956 6,353 65,309

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建物サービス事業及び不

動産賃貸事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

                                             （単位：千円）

　利益 　金額

　報告セグメント計 58,956

　「その他」の区分の利益 6,353

　セグメント間取引消去 32,095

　四半期連結損益計算書の営業利益 97,404

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　「観光」セグメントにおいて、事業用資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失を計上し

ております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては110,666千円であ

ります。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計

 海運
一般貨物

自動車運送
売店・飲食 観光 計

売上高        

外部顧客への売上高 6,000,575 1,178,341 962,929 658,763 8,800,608 148,825 8,949,433

セグメント間の内部売上高

又は振替高
12,415 241,329 21,974 304,474 580,192 168,329 748,521

計 6,012,990 1,419,670 984,903 963,237 9,380,800 317,154 9,697,954

セグメント利益又は損失

（△）
192,822 △19,898 13,322 29,992 216,238 22,961 239,199

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建物サービス事業及び不

動産賃貸事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

                                             （単位：千円）

　利益 　金額

　報告セグメント計 216,238

　「その他」の区分の利益 22,961

　セグメント間取引消去 28,509

　四半期連結損益計算書の営業利益 267,708
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（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年１月１日
至　平成26年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年９月30日）

（1）１株当たり四半期純利益金額又は

    １株当たり四半期純損失金額（△）
△15円39銭 59円82銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（千円）
△217,672 846,484

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（千円）
△217,672 846,484

普通株式の期中平均株式数（株） 14,142,463 14,150,913

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 58.78

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 249,713

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

　（注）前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するもの

の１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成27年11月12日

佐渡汽船株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 鈴   木   真 一 郎　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 五 十 嵐　　　   朗　　印

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 井 　 口　　　　　誠   印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る佐渡汽船株式会社の平成27年１月１日から平成27年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会
計期間（平成27年７月１日から平成27年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年１月１
日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書、四半期連結貸借対照表及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、佐渡汽船株式会社及び連結子会社
の平成27年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適
正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上
 
 
　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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